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規程の作成ポイント
公益財団法人　自然農法国際研究開発センター
規程の作成ポイント

　認証の技術的基準では、生産行程の管理又は把握、受入保管の実施方法を内部規程に、格付及び外国格付の表示の実施方法を格付規程に具体的かつ体系的に整備することが求められています。

　●具体的かつ体系的とは
　　①具体的とは、規程を読んで関係者がとるべき行為やその内容をはっきり知ることができること。（事業者の規模や組織体制によって具体的のレベルや内容は異なります）
　　②体系的とは、物事を秩序（順序）づけて統一したもので、矛盾や食い違いがないようにまとめられていること。

【規程の作成ポイントで使用している用語】
	略　語
	正　式　名　称

	JAS法
	日本農林規格等に関する法律

	農　産
	有機農産物の生産行程管理者

	加　工
	有機加工食品の生産行程管理者

	小　農
	有機農産物の小分け業者

	小　加
	有機加工食品の小分け業者

	小　分
	有機農産物の小分け業者と有機加工食品の小分け業者

	外国格付表示
	外国格付の表示を付する取扱業者

	認技(農産)
	有機農産物の生産行程管理者の認証の技術的基準

	認技(加工)
	有機加工食品の生産行程管理者の認証の技術的基準

	認技(小分)
	有機農産物、有機加工食品の小分け業者の認証の技術的基準

	認技(外国)
	外国格付の表示を付する取扱業者等の認証の技術的基準

	有機農産物JAS 
	有機農産物の日本農林規格

	有機加工食品JAS
	有機加工食品の日本農林規格

	検査方法
	有機農産物及び有機加工食品の生産行程についての検査方法


-有機加工食品の生産行程管理者・外国格付表示業者-
【内部規程】の作成ポイント
●．外国格付の表示を付する前の有機食品等の格付の表示の確認に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）
保管されている外国格付表示を付する輸出品の格付の表示（JASマーク）の確認方法を明確にする。

・ 外国格付表示の作業前に、いつ、どこで受入保管担当者が格付の表示（JASマーク）を確認するか定める。
· 受入れした有機格付品をどのように保管をするか定める。

・ 格付の表示（JASマーク）を確認したことをどの書類に記録するか定める。（記録に確認欄を設ける等）
【格付規程】の作成ポイント
格付規程には、事業者名と作成日（改訂した場合は改訂日）を明記してください。
１．生産行程についての検査に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

格付担当者が行う有機加工食品の生産荷口ごとの生産行程の検査（検査方法三の1、3、4）。

①事実に基づき生産行程を網羅した記録が適切に作成されていること及び保管されていることの確認。

②管理記録と格付する製品の荷口の照合。

③管理記録の確認による、格付する荷口の「有機加工食品JAS第４条の生産方法」に適合しているかの確認（合否の判定）。

①～③について、検査確認すべき書類、手順（回数やタイミング）及び検査の記録等について定める。

（確認すべき書類）

· 原材料受入記録、原材料受払い表等（使用した原材料の入手先及びその有機性を送り状、容器等における格付表示の有無やロットNo.を確認）。
· 施設における使用薬剤等の混入防止、清掃等の確認（清掃記録、防虫・防鼠管理データ等）。

· 生産に使用した機械の清掃・洗浄等の確認（清掃記録、機械使用記録）。

· 原材料使用割合、作業指示書、製造管理記録等（使用した原材料の名称、有機性、使用料及び配合割合、使用した食品添加物の適合等の確認、回数・タイミング、検査の記録）。

· 最終包装の作業と同時に検査を行う（１回のみ）。

· 大きなバルクなどでも格付表示をして出荷する場合等（仕掛品や中間商品の製造工程途中）の段階での仮格付をする。

・　生産行程の検査記録(格付検査記録)を取りまとめと検査の合否に関する記録の方法（格付検査の記録を作成するとともに規程には書式名を明記する）。
２．格付の表示に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）
　何に基づいてJASマークを作成（確認）するか定める（格付の表示の様式及び表示の方法）。
JASマークの表示及び取り扱いをどのように行うか等について定める。

· どのように格付の表示を行うかを明確にする（シール、包材への印刷、容器への印刷等）

格付をした後に表示（貼る）する方法。

→検査に合格したもののから格付し、格付の表示を実施（JAS マークを貼る）すること。

あらかじめ包装資材に印刷しておき、包装後に格付を実施する方法。

→検査に合格したもののみを格付品として出荷（販売）を許可すること。
· JASマークの印刷されたシール・包材の保管場所。

· 不合格品は格付の表示（JASマーク）を抹消もしくは除去し（JAS法第十条7への対応）、格付の表示や有機表示のない袋に詰め直す、もしくは廃棄するなどのことを明確にする。

· JASマークのシール及びJASマークを印刷した包材・容器等の使用にあたっては、それぞれの使用記録（在庫管理）をどのように行うか。

· マークの管理者、シール・包材等の記録書式を作成し、規程には書式名を明記する。

· また、保管場所・方法、定期的な棚卸の実施なども明記することが望ましい。

· 格付の表示のあるダンボールなどを再利用する場合は、格付の表示を抹消又は除去（マスキングを含む）などの扱いを明確にする（格付した包材・容器の再利用は、JAS 法第十条7では除去又は抹消して使用すると定められている）。

· 出荷する製品の表示を定めておく。
· 格付担当者によるJASマークの表示確認をいつ、どのように行うか等について定める。

· 使用するJASマークの認証機関への照会・届出は誰がどのように行うのか。
· 輸出品が格付されている加工食品であることを示すJASマークの表示について定める。
→外国格付の表示を行った輸出品の出荷に係り、JASマークの表示場所を明確にする。
　（輸出品本体、納品書等）
３．外国格付の表示に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

外国格付の表示及び証票の取り扱いをどのように行うか等について定める。

· どのように外国格付の表示を行うかを明確にする（シール、包材への印刷、容器への印刷等）

→　生産行程の検査に合格していることをどのように確認し、外国格付の表示を貼付するか定める。

· 外国格付の表示の印刷されたシール・包材の保管場所。

· 不合格品は外国格付の表示の抹消もしくは除去（JAS法第十二条の二4への対応）を明確にする。

· 外国格付の表示を印刷した包材等の使用にあたり、使用記録（在庫管理）をどのように行うか。

· 外国格付表示の管理者、外国格付表示された包材等の記録書式を作成し、規程には書式名を明記する。

· 保管場所・保管方法、定期的な在庫確認（棚卸）方法を明記する。
· 外国格付表示担当者による外国格付の表示の確認をいつ、どのように行うか等について定める。

· 使用する外国格付の表示の認証機関への照会・届出は誰がどのように行うのか。

・ 出荷する製品の表示を定めておく。
４．格付及び外国格付表示後の荷口の出荷又は処分に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

格付及び外国格付の表示を行った有機加工食品の取り扱った内容が分かる記録や管理が必要となる。

· 格付及び外国格付の表示後の有機加工食品の保管及び出荷管理方法（格付品の入出庫記録等を作成し、その書式名を明記する）。

· 格付及び外国格付の表示後に、有機加工食品JASに適合しない又は賞味期限等で出荷できなくなった有機食品の処分及びJASマークや外国格付の表示の消去の方法と記録（不適合品処分記録：理由、原因・対策、処分方法等）について明記する。（JAS 法第十条7への対応）。

· 出荷伝票の品名等の記載方法（有機○○○等）。
５．出荷後に有機加工食品の日本農林規格に不適合であることが明らかとなった荷口への対応に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

出荷後に不適合と判明した有機加工食品について、どのように対応するかを具体的に定める。

· 不適合品の特定（該当する加工食品、取引先、数量等）の手順。

· 取引先等への通知（有機加工食品でなくなった旨、有機JASマーク及び外国格付の表示の除去、在庫がある場合は有機加工食品として扱わない旨の要求、取引先等での対応についての報告）

· 出荷後の不適合品に対する取扱い（回収や処分）とその記録方法

· 認証機関への通知。
６．格付及び外国格付の表示に係る記録の作成及び保存に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

格付及び輸出品の外国格付の表示に係る記録の作成と記録と根拠書類の保存を具体的に定める。

· 作成すべき記録とその様式（書式）。

· 保存すべき根拠書類。
· 適切に作成されていること、適切に保存していることの確認を誰がどのように行うか

· 作成した記録及び根拠書類の保存期間。

(1) 消費期限又は賞味期限が1年以上である場合、有機加工食品の格付の日から消費期限又は賞味期限までの期間（有機加工食品に消費期限又は賞味期限がない場合は、出荷の日から3年間）
(2) 消費期限又は賞味期限が1年未満である場合、有機加工食品の格付の日から1年間（有機加工食品に消費期限又は賞味期限がない場合は、出荷の日から１年間）。
· 毎年度の格付実績及び外国格付の表示実績の取りまとめ及び認証機関への報告時期（毎年6月末まで）。
７．格付及び外国格付の表示の実施状況についての認証機関による確認等の業務の適切な実施に関し必要な事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

認証機関が行う実地検査及び調査の受け入れについて等について定める。

· 格付担当者及び外国格付表示担当者らの立会い。

· 認証機関が行う確認作業において、格付及び外国格付の表示に係る施設への立ち入りを拒まない。

· 認証機関が行う確認作業において、格付及び外国格付の表示に係る書類の掲示を拒まない。

· 検査・調査を行った検査員及び認証機関から改善や是正を求められた場合は、速やかに対応する。
８．名称及び原材料名の表示に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

· 使用する名称及び原材料名の有機表示（有機○○等）の表示方法等
· 名称及び原材料の表示が適切に作成されていることの確認の方法等。

· 食品表示基準に従った表示が適切に行われていることの確認（一括表示の方法）。

· 一括表示枠内の名称・原材料名の表示の認証機関への確認・届出は誰がどのようにするのか。
９．輸出品の表示に関する事項
（作成ポイント、定めるべき内容等）

· 外国格付表示担当者による外国格付の表示の確認をいつ、どのように行うか等について定める。

· 使用する外国格付表示のデザインはどのようにするか。
· 外国格付の表示の包材及びラベル等の表示方法を認証機関への確認・届出は誰がどのようにするのか。　　
米国又はカナダ向け輸出品に「Certified organic by INFRC」の表示を行う
ＥＵ（スイス含む）向け輸出品に登録認証機関に割り振られた「JP-BIO-034」の表示を行う等
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